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清書より　　次草炭の理事の方、例会後少時居残られ畏し。

幹事報告　佐藤（貞）幹事

／）年次大会〔／ ，‘／単一′，‘J隼）案内

第J‥地区年次大会　開催日　夕月♂日－，月′♂日　チ梯酪盛闇市

第∫‘ク　　〝　　　　〝　　9月JJ日一夕′月J∫日　　〝　富山市

希J∠∫　　〟　　　　〝　′♂月‘日－相月ノ√日　　〝　福井市

勢∫‘♂　〝　　　〝／♂月／J日′♂月′誼㍉J右帥市

凱初日は郎攻袈談会で督録科仏和円・あとJ臼は大会ですが登録料は地区内j♂ク♂円、

地区外j∫♂ク円となって屠ります0是非多数御出席下さいますよう㈲軌い致します。

J）　例会場、例会時間等変更

レ）上ノ山RC・∫月′2日（金）の例会時間を同日牛後ダ時に変更。

rJ）京都・常都南、京都北・京都酉各クラブの例会場及び例会時間は国際大会の棺後に於

いて（多数の海外ロータリーアンの来訪が予想される為）夫々変更されますので．此の

時勧こ之等のクラブ訪問予定の方は幹事へ御連絡下さい。

J）　会報到着 大館、大阪北 帯広各RC

○　ダ月出倍率／♂♂％の方J′名　おめでとう。記念のハンカチ贈呈

大野君（社会奉仕委員長）より

旧市内J中学校への植樹の件 市役所土木課との連結もすみ準備克√した。贈呈の具体的な

串は委員会で尚立案中である。

卓　　話　　　田中一松氏

只今紹介にあずかった田中である。

（璽乾草哩御縁）‥瀾

今度敦痘博物館が新館を完成され・昨日開館式が行われた。とりあえず参列した処，今的一

夕リークラブの集まりがあるから何か話せとの御命令なので・何の用意もない為即興的なものに

なることと思うが、J♂分はかりお耳を拝借する。

なかなかよいお話を思いつかないが・一昨年日本の古美術を携えて欧州に行き′ケ隼ばかり向

うを梱って来たときに感じたことを2～Jお話する。之は日本の政府と各国の政府の間で協定し

て日本の古美術を持って行って展覧会を行ったのである。

各地で′ケ月半ばか。展覧会を行い・J～∫ヶ月滞在した。会を行った処はバリ、ローマ、ロ

ンドン一八一グである。

パリに行くと日本の画家達が約′♂♂名位居って毎日のようにその人々と会って居た。そしてそ

の人々の絵の展覧会を行うことにした。パ八には青垣大使が屠って絵がお好きであ。・いろ漂

お世話下され・パーティなんかやって皆喜んで屠った。

私もその展覧会に招かれて行って・日本の若い画家達の作品を観てなかなかうまいものだと感

心していた0今の処日本の芸術家はバリに行かないと洗礼を受けられないりな状態で、向うに

行って来ると俄に売れ出すというような状態である0しかし・向うに居いても相当有名な人もい

た。此の展覧会の初めの日だったと思うが・向うの批評家や芸術家を招いてパーティをやった。

初めのうちは向うの人はお世辞がうまいので、なかなかうまいものだと褒めていた。

褒められてはかりいても物足らないので・大分皮も更けてからその人々をつかまえて、ほんと

うの処どう感じたか・と改めて聞いてみたらt批評家の／人が立上ってそれならは′つお尚きし

笈いと言って質問して来た0それは「我々は此の展覧会に招かれて拝見し、非常にうまいものだ

と思ったがしかし・比の日本の人々の作品の中に「一体日本があるだろうか。

之は日本の展覧会に来て見たが・そこに日本が不在だということである。

」というのである。



8顎1射ろ召呼つ欄執刀貨甜年々詳言づユ慕刊卿

0なら等正浩為顎髭雅言クマコ；、17写し守三年壁墓殻ETo立つdM軸屯

Yをコ因習竜宮小包￥唄○￥、へ窺1サ肇に鍵甜抒封々YO；担■マ；、マ詳0￥⊂ン璧ついグ梨手写与

ロト1才岬0謀G管膵寺苛顎庸M平叙γ～、敢　サト1711号視程71／ケ∠叙（70卿ユG羊萄

鼻好刊旦ふYf功ふ羊辞去智者tユら守：寧衛¶0饗習叙；了むキつ糊軸nY喜羊は車臼　07つ（、1

7qGを長塚幾ユ1的閣及睾敏也ⅥユGrコア〝．′∠0郡か埠、屠考量架習ユ1¢等しふ盈渡

島富む購買忌鞋コ軸羊HrQ日割ユ卓球ユ17（ン′0～0号官立、1t（ンさtグ葦tグ殻丁棚裸OW

0：￥Vt¢困つ棋′礎マtダ園丁4田

詔苛諸田津VW8tヴ0なくン暑ユ諾閂好雄莞Ylrシごり1劉落花γココM軸屯；T（右打封a蜜月

○管官立彰閉P普耕∫′羊打咋之〇㌢官立謝軸・1致￥ユ閂等壬バンカメ等dT♂バ≦ヰミ　0㌢

璧a軸、硝ユ閉言動少量萱望む貰謡髄M禦詣革0㌢守aM劉皆勤む鼻血t捷むビバヰ√サイ「マ；

、1耶竣祖√′～r／09望む0年等諾閉コ明科r′～r′封a鼻面■M軸留半句て草M軸智撃芋47

0；・17t草加軸国王41柚等迷開Q囁染顎匂卿ユ1～8苛1

畢量目些Wgや轡勒む動、匂苛しみユ謡官軍山岸￥ユしさ叩遜膵暑蒜古老辿宝1日辰也を白み1

詔半切；、17㌢砕官辺劉；革1ユし勧学等tao・1コンt早場つ相年管微官ユGを〉1キ預；古1咋

10トへ7、曙、憎ユ謡嘗ユCを；～甜晋〇、1日邸罰苦言伯；、179嘗匂三年葦1呼確認；TOキ

■マ与、1マ謎0〉畳ユ貰う膵鞄屋智葦由等、傾拍個顎γ酢慄利昭∵さ、18g・1マtダ匂管嘗ユン

恥罫革む新字09官ユ1　才羊71t寧10号守膵也等・甲嬰葦γコ■コ4む￥、ユ⊂ン宙マt寧0、1等

咋1（椚持場小町＝Ⅶ訝酎那沌轢臼　㌔”増刊新郎拍Yくわ；担、むむ〉舅ユ1昏日計絹物

マⅦ勺t寧軍、¢聖等バ日夕タ0的顎宣子4二伸匂音、マ〉場ユ1的顎朝雲喝・匂膵竜宮名物詠顎QW

O管くま王ゝ

景鮎〉ふっ叩コマ、吊川時津岬、1rS寧宣0主管羊、ミ寧詳α〉卓立まき等キ誰、マ与、1号；ウ諸仏

等G殻コ　ア管嘗匂t孝吉勺呼管、1ユ、鳩ユま等羊亭々任官8㌢塾つ童；79官匂叩き匂Tだ〉舅ユ、憎

ユ去彗苫寸々祥0；、17tヴむ受官qtダ聖上1妄言　0ト1号詣α〉舅ユ嘗qt軋学・〉殻引立勺、寧写Tj

Z O￥Vt単組マt寧む等0割翠（、1；葺　■朝一ェdZユ首勺昭仔0写、うな、1害ユン孤ユ〟営為三

〇㌢官立句集顎740詣γ卓二鳩

ポ膵YGク（廻、79〟丁由ユ副官07くン′盈？つむ軸匂与0号V〉aY貴罰嵐新首相Yくわ；凶

01⊂ン官立塵射笈薔重吉頭膵Tl許堵黄色卓也キ

正也等0いて言噂噂ククr YY蜜、由むむ等管、ユくンむつ習射婆薔葦、用射芯尊重■芸国子鳩卿

〇二才⊂ン畳ユCJ封考ズ顎囁染顎t顎画境t顎観望Ⅴ匂マ産

マわ等む勧戦車日、立、屯、グ場ユ⊂ン封等胡一丁爛説割判寄与t沌蒜、へユ坤年雷つりrむむ等葦麺

、r′、て“、へマ∠T≠∠ごミ克∈rひ璧羊噛ま0来日、ユG璧叩胡コ；担言嘲科泰山蜜月a革も

Oq⊂tt rr浮は

起つ欄鴬首憧む等嘗酋匂封￥早等くン舅ユ⊂ン執亭々鞍0膵なし雷マ詳む等qCン塾罰マつな⊂ン田言三

㌧1コ47つ9封丁由裂勒丁柏球00等⊂ン　屯屯　匂、泉泉　7回．中学　ママ　国昭鱒　11　つつ瑠卿0㌢等

aQ苛馳為n事転封叫やユ1つ柏Y（コ；鳳きミ鮮管坤句碑首相ママ固訝TdZ09官立包∈、1号、へ塾

隼現肌打梢牒ユ甘新町卵沌鳩瀾受針山糾紙再埴（カキtミ撃、へrT409V受67名号コ0；凶

、aY轟9、19、1ユ迷罰丘ゝ′白雪、ユマ舞茸詣卓個宮守膵む等；、H牒指摘拍咤憶睡弓骨Ⅷ吸雇

、ユ17鳩首鳩唐芋々Yくわ；軌、〉戦TjaQ9tへユしぎ立郎野三万7つい1；コe受官立執掛へ顎勧

盈確立等ユVq￥7、㌢官立記せ手性ロココ繋■ミ四、1aY孤〉憂さ的ふコ雄藩roYjム・さ1

鞘0′寧月、！寧9・1aY恥寧（指し屯〉〉慧ヰ車ン剰g刃マ顎撃て噸蜜自由も）担受日立顎堺0

叩韻礪÷審嘗○音節D葦⊂棄棄　tt、TT勺　マ党費　ズ1砕卑官竜野昇■ユコ畢苛Vt撃鴇を習羊4Z



しかしながらその後が間勉である。此のような立派尤フイルム芸術はその後日本でどのように

発展して釆たか．という質問である。之にははたと困ってしまった。′ヱ～′J世紀には此のよ

うに立派なものがあったのだが、その後だんだんすたれてしまって遂になくなったeというしか

ないのである。向うの人の考えからすれば、芸転科翫融歴史の触ねの産根が那花を

咲かすものと考えているのである。そのような立派襟も笹をむざむざと捨ててしまったというこ

とは民族的に考えられないことである。此のような立派な伝統を先程申上げた在仏の画家の展覧

会の何処に認められるか、いうふうなことになるのであ考。此処が大きな問題点である。

もう′つの話題は、カランタに行った時向うのホテルのテラスでテレビをみた。向さの人が・

田中、お軒の国にはテレビはあるのかという。日本ではもう殆んと各戸にあるんだというと、お

前の国は戦争に欺けたではないか、そんなことがあるかと云りて非常に勘、ていた。

そのタレピを見ていると日本の情勢も映っていて、巷で子供がフラフープ●をやっているのが出

ていた。之は欧州のどこかでやっていたことがあるが、日本ではそれが猛烈に流行した。そして

我々が′ケ星後に帰軋た配はもうフラフープよ凱見当らなかった。Lj本人はいろいろのも

のに取付くということが非常に早い乍然．之を捨てるのも亦早い。之と似たようなもう′つの話

はロンドンにいる時．パリから日本の婦人がやって来るというので会って見た．ら紫色のコー†を

着ている。之はその当時パリで流行していた鼠ので・呉線もロンドンの英国婦人は殆んど着てい

ないのに、ロンドンにいる日本婦人は着ているようだった。東京に帰って見たら、・やはり少しそ

の緑の肘を着ている人があった。奉じて閲も準く見られなくなったC此のように日本人は新しい

ものに射寸くことがうまいが、治てるのも亦早いということを云わざるを得ない。

又′つ非常におかしなことがあった。

バリの近代美術館から新しく出来た印象派美術館を見に行くことにした。バリは不案内なので

同僚の東大教授の人が日勤車を持っていたので、それを借りて若い留学生の方が運転して行って

くれた。

レヤンゼジゼーの近くの処にあるその館の近くまで行ったが、．なかなか帝を置く処がない。駐

車してよい処は既に卓で－はいである。ぐるぐる堪って見たが置く処がない。∫時の閉館まで′

時間見られると思って来たがもう∫♂　しかなくなったので、学生が仕方ないから先生降りて独り

で見て来て下さいというので、富貴が少し不白田なので学生に案内して貰う積りだったが、仕方

なしに独りで見て来ることにして、その学生の方はその間ぐるぐる梱っているという。漸く見終

って出て釆たら．彼がすーっとやって来て乗って帰った。そのことをあるフランス人に話したら

今パリでは急ぎの時にはノ、イヤーか地下鉄などで行く0そして用がすんだら家に電話をかけて自

家用車を呼ぶ。そこで始めて自家用車が役に立っのだという。

又ローマでは或る画家と親しくなって、彼の象に夕食の招待を受けた。白分の幸で迎えに来て

くれたのせ同乗して行ったが、彼の家の近くまで行って見るとその廻りがもう車で一はいで止る

処がない。暫く廻っていて漸く少し離れた処に駐車して少し歩いてその家に有った。その時彼は

今ヨーロッパでは比の様に車が溢れている。貴方の麹では此んなことのないように注意しなけれ

ばいけないよ、と云った。

さて、日本に帰って見るとやはり大変である。私の処には車にして車はあるが急ぎの用の時は

融馬や国電や地下鉄など電車に乗るのが一番よい。卓で行って宮城的などで引つかかるともう本

＿冊位厳偵りでないと駄巨である。。一夕ジーの時間的なお約束など到底出来ない。

此の棟に日本人は新しいものの吸収力は非常に強い。このことは決して患いことではない。非

常に結構なことなのであるが、文化とか芸術とかその他のあらゆるものに於いての自分白体とい

うものへの確立というものが先に出来上っていないと、又それに追いっくような′つの操作をや

通
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